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大化が，山東の 財政困難 に拍車をか けて い た。

　日清戦争開始後に 山東巡撫 とし て 就任 した李秉衡 も ，
こ れ ら諸課題 を引き継 ぎ対処する が

， 戦時

期の 輸送混乱や漕運疎帯 ， 商人 逃亡に よ る流通停滞問題 ，省 内 に残留する各軍営の 軍餉捻出問題 が

さ らに 戦後の 山東財政に 大幅な負荷を強い て い た e そ の 中で ， 歳出増大化 へ の 対処 とし て ，流通経費・

軍事経費削減努力 と同時に，関税 ，釐金 ， 塩税を 中心 と して省財源 の 「再獲得」 策 を実施 し て ゆ く。

関税 （常関・海関）や釐金，塩税は い ずれ も清末期地方財政に重 要な役割を果た して い た財源で あ っ

た が ， 日清戦争以後の 山東で は これ ら統括 ・把握する手段 を失 っ て い たた め ， 各州県地方官や道員

と協力 し財源 と して の 実態把握 を行 っ て い っ た 。

　本報告で は，清末 期 「地域格差亅 の 問題 を考察する上 で ，山東 の 特長 を指摘す る もの として ， 日

清戦争後 の 山東財政政策が い か よ うに採 られ た の か を題材に ，施策経緯 と問題 点を明らか にす る こ

とで検討 を行 っ た 、
こ れ ら財源獲得策が ，次代の 戊戌 変法期や光緒新政期で い か よ うに継続 された

の か ，時代の 様 々 な連続／非連続 を追 う変容過程 が課題 点 とな る が，施 策経緯 の み ならず巡 撫 の 財

政権限な ど， 同時期にお ける検討すべ き事項は未だ多く存在す る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （の ぐち た ける
・愛知大学大学院博士後期課程）
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1930年代に おけ る台 日観光 に つ い て （呉米淑）

　 1990年代か ら台湾史研 究は 目覚 しい 発展 を遂げて い る 。 そ の 原因 の
一

つ が，1987年 に戒厳令の

解除 と民主化 とい う台湾 にお ける政治状況 の 激変に よ っ て もた らされ た 。 台湾アイデ ン テ ィ テ ィ
ー

が台頭 し，急速な経済発展 と社会近代化が進ん だの で ある。そ の
一

環 と して観光事業が重視 され た 。

その 地方文化財の 保存 と観光事業の 発 展が，現在台湾人 に とっ て経済面 と地方発 展 とも重要 な要素
だ と考え られ るよ うに な っ た か らで ある。で は，台湾 の 観光事業が如何なる歴史を有 し て い る の か。

そ こ で ，本報告 に お い て は ，1925年か ら 1937年ま で の 台湾に お ける観光事業の 実態 と特徴に つ い

て 論 じた。 日本植民地 時代に おける台 日問の 人 口 移動 と職 業の 統計 ， 及 び台湾総督府鉄道部発行 の

『台湾鉄道旅行案 内』か ら，更に 日本人 の旅行者が書い た遊記 ， 視察団の 実態活動等 を分析 した 。 そ

の 結果，以下 の 結論を導き出 した。

　第
一

に ， 日本植民地 台湾は 日本に と っ て 重要な新領土 と し て 建 設に 着手 され た。豊か な原料 ・農

産物等を運輸するた め の イ ン フ ラが設備 され ， 近代化が進 め られ た 。 1920年代後半か ら 1930年代

ま でに焦点を合わせ る と ， 当時台湾 と 日本間 の 交 通が便利 に な り， 日本人 の渡台者数は大幅 に上 昇

した。渡台 日本人 は 「公 務」，「商業」，「工 業」 な どの それ ぞれ の 目的が違 っ た が，それ は 同時に台

湾 の経済，交通，教育，又 は後の 観光事業に対 し て も大きな影響を与えた。例 えば ，
1920 年代後 半

の個人旅行者春 日賢
一

（教育家），森永太
一

郎 （実業家） と徳富蘇峰 （ジ ャ
ーナ リス ト， 思想家 ， 政

治家）は それぞれ 教育会議に参加 ，原料 と市場開発 を視察，政府 の 実績を視察 などを目的 と して 渡

台 した。三人 とも台湾を
一

周 し て ，農産物，専売局，学校等 を訪問 し た。そ の 上 ，原住民地域 へ の

訪問 ， ま た観光資源 と し て の 温 泉を体験 し た 。 なお ，1928年 JTBは 台湾人 の 内地観光視察団が 開始

し，
一

方で ，同年 10月 日本旅行会第
一

回台湾視察団を 100名が応募 して ，台湾 の 台北か ら屏東ま

で を見学 して い る。

　 こ こ か ら読み取れ る こ とは ， 1920年代後半の 渡 台 日本 人は台湾資源の 確保や経済を開発す る こ

とを 目的に ， 台湾 の 農産 業や 商業人材 を育成す る こ とに あ っ た こ とで あ る 。 換言すれば 当時台湾

にお け る観光は台湾の 資源開発 と経済人材育成 を 目指 した植民地 支配 関係 の
一

環で あ っ た と見なせ

る。そ し て ，台湾北部 か ら南部，東部を接す る交通路線は敷設 され た が，台湾 の 東西 両海岸を接す

る交通に つ い て は まだ不 充分だ とし た。その た め，こ の 地域の 観光事業も遅れて発展 した。

　第二 に ，特筆す べ き こ とは ，1930年 4 月 18 日濱 口 雄幸内閣の 時 「国際観光局」 が 設置 され た こ

とで ある 。 そ の とき，日本 の観光事業は単な る娯楽の 目的で はな く，外客 を誘致するため ，更に 「国

際平和」 と 「国際貸借 関係」 の 推進 す る た め の 目的が大 きい と述 べ ，台湾は資源が豊富で あ り，観

光事業を発展す べ きだ と指摘し た 。 そ し て ，台湾総督府交通局鉄道部が発行 し た『台湾鉄道旅行案内』

で は台湾の 観光 ス ポ ッ トを紹介 し，1931年 と 1932年の 『台湾年鑑』で は 「台湾観光案内」 の 中で

も観光 コ ース を詳述 した 。 さ らに，1931 年 か ら 「台湾遊覧券」 が発売 され，台湾旅行が格段 と便利

にな っ た 。 と こ ろ で ， 1935年 に開催の 「熱 帯産 業調査会」 と 「始政 四十周年記念台湾博覧会」 は貿

易と工業の 振興 ， 交通 施設 と文 化施設 の 改善を通 して ， 台湾を次第に 工業化の 道 へ 歩ませ て い く こ

とを目指 して い る。1930年代 に人 口移動が最 も盛んで あ り，1937年 9 月か ら鉄道部 の 運輸課 に旅客

を誘致するための 「観光係」 創設が台湾の観光史の 中に重要な位置に ある こ とが理解で きよ う。そ
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の 他，1930年代にお ける渡台視察団か ら見 る と，製糖会社や 熱帯農産物 な どの 原料視察 ， 市場開発

を中心 に，教育視察，金 融機 関設 置 ， 学術交流 ，
ス ポーツ などを 目的 とする もの で あ っ た。要する に ，

ある意味で 台湾の 観光事業は物資運 輸と市場 開発 を並進す る濃厚 な植 民地支配関係 も有 し て い た と

言 っ て も過言で はない だろ う。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ご べ い し ゅ く ・愛知 学院大学大 学院博士後期課程）

台湾と中国の対アフ リ力農業技術援助一 1960年，1970年代一 （村上享 二 ）

　台湾 と中華人民共和国 （以下，中国）は，1949年の 中華人民共和国建 国以降，どち らが正 統な 「中

国 」 とし て ， 国 際社会の 支持 を得 られる の か 争 っ て きた。 1960年代 に入 る と，台湾の 国民党政府 と

大陸の 共産党政府 とい う，二 つ に分断 された 「中国」 は 固定化 され つ つ あ り，統
一

した 「中国」 の

実現は 容易で ない こ とが実感 され るよ うに な っ て きた。その よ うな中，1960年 には ア フ リカ にお い

て 17 力 国が
一

挙に独 立 し，国際社会 へ 及 ぼす影響力 が大 き くな っ た。正統な 「中国 」 と して 国際

社会か ら支持 を得る必要が ある台湾，中国，双 方に とっ てア フ リカ は重 要 な地域とな っ た 、

　こ の よ うな状況 の も と，台 湾，中国 ともに様 々 な外交政策で ア フ リカ諸国 の 支持 を得 よ うとした

が，そ の 中の
一

っ の 柱 とした の が，対 ア フ リカ農業技術援助で あっ た 。

　本稿 で は ， 対ア フ リカ農業技術援助が 始ま っ た 1960 年代初頭か ら ，
1970 年代を 中心 に台湾 と中

国 の 対ア フ リカ農業技術援助を考察す る 。

　台湾 の 援助は 「先鋒案」 を起源 とする。当時 の 台湾 の 財政状況 か ら， 援助 には米国の財政支援 を

必要 としたが ， 当初計画 に必 要な援助は得 られ なか っ た。こ の財 政の 問題 もあ り，台湾の 援助は 中

国に比 べ る と規模は小 さか っ た。一方中国で も台湾の 活動を意識 し，農業技術援助の 重要性 に触れ

て い る。

　 また双方の 援助は披援助 国の 指導者層 へ の 私的な利益供与 となるこ とが多 く，農業発展に と っ て

必ず しも最適な援助 とはな らな か っ た。また，国交が台湾か ら中国に移 っ た 国で は，台湾が引 き上

げる際，農業設備を使用不能 に して い っ た 例もあ る 。 た だ し援助の 目的 が政治で あ る こ とを考えれ

ば ，
こ れ は 当然で ある 。 ま た ， 台湾 ， 中国 ともに ， 農場 の 管理 ， 運 営を披援助国 へ 引き渡 した後 ， 種 々

の 問題 によ り，多くの 農場運営は失敗 した。

　つ ま り ，
こ の 時代 の 双 方 の 援助 は ア フ リカ の 農業を持続的に発 展 させ る こ とは出来ず ， 台湾に とっ

て は ，国連代表権問題に 示 され る よ うに
， 政治的な 目標 も十分に は 発 揮で きなか っ た。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（む らかみ こ うじ ・愛知大学大学院博士 後期課程）

特別例会 （2013年 6月 1 日，豊中市千里文化セ ン ター）

『ふるさと ・フ ィ
ー

ル ド・列車』；個人の記憶 と中国現代史 （呉燕和）

　※本誌 【国際交流】に掲載

　　　　　 （こ　えんわ ・イ
ー

ス ト ・ウエ ス ト ・セ ン タ
ー
研究員，中央研究院民族学研究所研究員）

特別例会 （2013年 6月 22 日，大阪商業大学）

現代中国
“
軍閥

”
研究的政治化與学術発展問題 （徐勇）

　※本誌 【国際 交流】に 掲載

　　　　　　　　　　　　　　　　　 （じょ 　 ゆう ・北京大学，国際 目本文化研究セ ン ター研究員）
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